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校内の情報教育の重要性とその指導のポイントをすべての教員に意識してもらうために，校内で，

相互のプレゼンテーション大会を企画し，実施した。これらを通して職員の意識の変化や，実際のプ

レゼンテーション技術がどのように変わっていったかについて調査してみた。すると教師のプレゼン

テーションに対する意識が大きく変化していることがわかったので，報告する。
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１ はじめに

すべての教師が，情報教育をする力を身に

つけることが大きな課題となっている。それ

を打破するための具体的な研修活動として，

教師のプレゼンテーション（以下プレゼン）

をさせることは，とても意味あることだと思

う。特にこれからの教師は，プレゼンができ

ることが教師としての必須条件であると考え

る。

平成１４年６月に文科省から出された「情

報教育に関する手引き」 では，各教科の
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指導において，すべての教員がコンピュータ

やインターネットを活用することや，教員す

べてが校内研修をはじめとする様々な研修機

会を積極的に活用することが必要と書かれて

いる。さらに，校内研修の進め方として，例

えば，ＯＪＴ（オン・ザ・ジョブ・トレーニ

ング）の観点が必要とされている。

教師は，いつも子どもたちの前で話をして

， 。いる割には プレゼンの経験は意外と少ない

研究発表などを引き受けない限りは，大勢の

人前でプレゼンをするなどということは，経

験しないかもしれない。そこで，プレゼンを

全員が経験する場を設定することで，そのツ

， ，ールの使い方の習得以上に 物事の見せ方や

画面と話し方の分量，画面の効果的な切り替

え方など，見よう見まねではなかなか本質に

迫れない内容についての研修ができるのでは

ないかと考え，実施した。

これは，校内において教員によるプレゼン

大会を校内研修の枠に位置づけ，実施したも

のを調査し，問題点と成果をまとめたもので

ある。

２ 研究の方法

＜目的＞

◆校内プレゼン大会を研修に持ち込むこと

で，教師に次のような情報教育の視点が身に

つくことを目的とする。

( )教師のプレゼンスキルの向上1

( )子ども達へのプレゼン（発表）指導の必2

要性を感じること

（３）研修としての効果

＜実施校＞

◆徳島県池田町立池田小学校

（１６学級，教員数３０人）
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＜実施時期＞

◆ 年 月， 月， 年 月の３回2001 7 12 2002 3

＜プレゼン大会の内容＞

◆各学年の「生活科 「総合的学習の時間」」，

についての取り組みを中心に，他の学年の先

生方に，それぞれの学期に行ったことをプレ

ゼンツールを使って，発表する。

＜調査方法＞

◆実際にプレゼン大会に参加し，発表をした

教師に対して，３学期の発表会終了後にアン

ケート調査（結果１）

◆各学期の映像記録から，教師の発表態度の

変化について分析（結果２）

◆回答数２０人

３ 調査項目とその結果

＜結果１ アンケートより＞

（１）参加者の意欲について

のように年間３回のプレゼン大会にFig.1

ついては全員がメリットがあったと感じてい

る。

Fig.1 参加してメリットがあったか

（２）他人のプレゼンの影響

では，他人が行ったプレゼンの内容Fig.2

や手法が参考になったかどうかのグラフであ

る。例えば，見せ方の工夫や表示の方法，ま

とめ方の例などが役に立ったとしており，好

評である。
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たくさんあった

少しあった

ったかFig.2 他人のプレゼンは役に立つところがあ

（３）プレゼン大会の問題点

このようにおおむね目的達成のプレゼン大

会であるが，問題点もある。 では，そFig.3

れについて，質問した。

プレゼンそのものを経験したことのない人

にとっては，準備は大変だったようである。

あまり困らなかったという人は，すでに何度

かプレゼンを経験していることと，そのため

の資料準備ができていたからだと考えられ

る。

Fig.3 プレゼン大会準備について

写真１ 校内プレゼン大会当日（３回目）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

たくさんあった

少しあった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

たくさん困った

少し困った

どちらともいえない

あまり困らなかった



（４）問題点の内訳

で，プレゼン大会をすることに対しFig.3

， 。て 教師がかなり困っていることもわかった

その内訳を で調査した。やはり時間的Fig.4

な部分と資料蓄積についての問題点をあげた

人が多い。

そこで （３）で「困らなかった」と答え，

た人に「準備のために，どのようなことに気

をつけてきたか」と質問したところ 「ふだ，

んから自分の実践を人に紹介できるような場

面は必ず写真に納めていた」とか 「昨年の，

失敗（プレゼンの資料不足）をふまえて，あ

る程度を計画性のある実践をした」などとい

う回答が寄せられた。

Fig.4 プレゼン大会の問題点

（５）子どもたちへの指導の変化

プレゼン大会の目的として，ふだんの授業

などで子ども達への発表の仕方や資料提示の

工夫などに変化があることを期待しているの

で，それらについて質問してみた。
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資料づくりのための時間が必要

準備のための資料をいつもためておくのが大変

プレゼンソフトの操作が難しい

その他

にあるとおり 「あった」と答えた人Fig.5 ，

は と高く，プレゼン大会の経験が授業に70%

生かされていると感じている人が多いことが

わかった。

そこで，具体的にその変化を質問したとろ

こ 「ふだんの授業の中で，発表をする場面，

をとても大切にするようになった」や 「聞，

く側を意識して発表するように指導してい

る」など，情報教育のねらいの一部を教師が

意識し始めたことがわかった。

Fig.5 子ども達への指導に変化があったか

（６）教師の意識の変化

プレゼン大会の経験により，プレゼンに対

する教師の意識がどのように変化しているか

について， にまとめた。Fig.6

これによると，やはり他人のプレゼンを見

る際に，詳しく見るようになったと答えた人

が多かった。
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教師の意識の変化Fig.6
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プレゼンをする楽しみがわかった

発表態度や，まとめ方などの指導に変化が生じた

パソコン操作の技能が向上し，日常的に利用する機会が増えた

いろいろな研究会などでのプレゼンをよく見る（気にかける）ようになった

その他

プレゼン大会をおこなって先生方がかわったと思うことはなんですか（複数回答可）  



＜結果２ 映像の記録から＞

表１ １回目と３回目の教師のプレゼン方法の比較

原稿のスタイル アイコンタクト プレゼン操作 態度から見た自信

発表内容と同じ言葉 原稿へ視線を落とす頻 発表者とプレゼン操 見ていて恥ずかしさがわ１

を文章として記述 度が多く，なかなか聴 作をする人が分担さ かるほど，自信がない回

衆へあわせられない れている目

要点を箇条書き，原 自然な形で，聴衆への 発表者とプレゼン操 堂々としており，聞いて３

稿を全く用意しない 目配せができていた 作は同一人物 もらおうという自信がみ回

人もいた なぎっている目

４ 考察

（１ 「教師のプレゼンスキルの向上」につ）

いて

回数を重ねるごとに，どの教師も堂々と発

表していることから，プレゼンをする目的で

ある「伝えたい」という気持ちを前に出した

プレゼンができるようになった。特に表１に

現れているように，回数が増えると教師のス

キルは，確実に向上している。

このことから，同じ年度内に複数回プレゼ

ン大会を開き，自己または相互反省を次のプ

レゼンへつなげるようにすることがよいので

はないかと考える。

ただ，各開催日の取り方は校内事情に大き

く左右されるので，一概にはいえないが，じ

っくり取り組めるという意味で，長期休業中

が望ましいと考える。

（２ 「子ども達へのプレゼン指導の必要性）

を感じること」について

第１回目のプレゼン大会でも，すばらしい

。 ，プレゼン技術のある教師もいる その教師が

どんなプレゼンを行い，聞く側としてどんな

印象を持ったのかを感じ，自分たちの次のプ

レゼンに生かそうという気持ちになったこと

( )も，この研修の成果である。Fig.2

「思うようにプレゼンができなかった」と

感じている教師が，ふだんの授業の中で発表

の場面を大切にし，子どもたちに多くのプレ

ゼンの機会を与え，指導するようになったこ

， 。とは これらの研修に意味があったといえる

（３）研修としての効果について

プレゼンソフトの操作の習得を目的とせ

， ，ず プレゼンそのものを目的としたところが

「情報教育研修＝コンピュータ操作研修」と

いう誤解を身をもって感じてもらうための研

修として，目的を達成したものと思われる。

このように，機器の操作に加えて，その利

用が授業に活かされるような研修内容を定着

する必要があると考える。
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